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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた分類のいずれかにドキュメントを分類して格納するドキュメントデータ
ベースに接続されたコンピュータを、
　クライアント装置から、前記ドキュメントデータベースに格納されているドキュメント
へのアクセスを受け入れて、当該クライアント装置に当該ドキュメントを送信した際の送
信日時と、当該ドキュメントを特定する情報とを関連づけてアクセス履歴として蓄積する
蓄積手段と、
　処理を行っている日時の情報を取得する取得手段と、
　アクセス履歴に含まれる日時に対して、
（１）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時との差が小さいほど、大きくなる第１重
み値と、
（２）アクセス履歴に含まれる日時に対応する曜日の情報と、現在日時の曜日の情報との
比較に基づいて、近い曜日ほど大きくなる第２重み値と、
（３）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける日の情報の差が小さいほど大
きくなる第３重み値と、
（４）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける月の情報の差が小さいほど大
きくなる第４重み値とを演算し、当該演算した第１重み値、第２重み値、第３重み値、及
び第４重み値を加算して、アクセス履歴ごとの重み値を演算する演算手段と、
　前記演算したアクセス履歴ごとの重み値が予め定めたしきい値を超えるアクセス履歴、
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または前記演算したアクセス履歴ごとの重み値の大きい順に予め定めた個数のアクセス履
歴を選択し、当該選択したアクセス履歴に含まれる情報によって特定されるドキュメント
を代表ドキュメントとして選択する選択手段と、
　前記選択した代表ドキュメントに関係する情報を前記クライアント装置の利用者に提示
する提示手段と、
　として機能させ、
　前記選択手段として機能させる際は、前記選択した代表ドキュメントのうち、前記利用
者によってアクセスできないと設定されているドキュメントについては、当該ドキュメン
トを代表ドキュメントから除外することを特徴とするプログラム。
【請求項２】
　予め定められた分類のいずれかにドキュメントを分類して格納するドキュメントデータ
ベースに接続され、
　クライアント装置から、前記ドキュメントデータベースに格納されているドキュメント
へのアクセスを受け入れて、当該クライアント装置に当該ドキュメントを送信した際の送
信日時と、当該ドキュメントを特定する情報とを関連づけてアクセス履歴として蓄積する
蓄積手段と、
　処理を行っている日時の情報を取得する取得手段と、
　アクセス履歴に含まれる日時に対して、
（１）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時との差が小さいほど、大きくなる第１重
み値と、
（２）アクセス履歴に含まれる日時に対応する曜日の情報と、現在日時の曜日の情報との
比較に基づいて、近い曜日ほど大きくなる第２重み値と、
（３）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける日の情報の差が小さいほど大
きくなる第３重み値と、
（４）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける月の情報の差が小さいほど大
きくなる第４重み値とを演算し、当該演算した第１重み値、第２重み値、第３重み値、及
び第４重み値を加算して、アクセス履歴ごとの重み値を演算する演算手段と、
　前記演算したアクセス履歴ごとの重み値が予め定めたしきい値を超えるアクセス履歴、
または前記演算したアクセス履歴ごとの重み値の大きい順に予め定めた個数のアクセス履
歴を選択し、当該選択したアクセス履歴に含まれる情報によって特定されるドキュメント
を代表ドキュメントとして選択する選択手段と、
　前記選択した代表ドキュメントに関係する情報を前記クライアント装置の利用者に提示
する提示手段と、
　を含み、
　前記選択手段は、前記選択した代表ドキュメントのうち、前記利用者によってアクセス
できないと設定されているドキュメントについては、当該ドキュメントを代表ドキュメン
トから除外することを特徴とする分類案内装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディレクトリの分類などの内容を案内する分類案内装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の多くのドキュメントデータベースでは、ディレクトリ構造を用いて、各ドキュメ
ントを分類管理しているのが一般的である。例えば、企業で利用しているドキュメントデ
ータベースには、ドキュメントの種類ごとに「総務」、「営業」、「人事」…といったデ
ィレクトリを作成して、各ドキュメントを、その種類に応じたディレクトリに格納するこ
とが行われる。さらに、このディレクトリの構造は、階層的であるのが一般的である。す
なわち、「総務」以下にも、「経理」、「連絡」…などというようにドキュメントのさら
に細かい種類ごとのディレクトリを作成していることが多い。なお、階層型メニューの提
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示順序を選択頻度に応じて並べ替える技術が特許文献１に開示されている。
【特許文献１】特開昭６４－７１２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来のドキュメントデーターベースでは、分類が管理者等によって
予め定められているのが一般的であるので、新たなドキュメントを追記しようとする利用
者がどのディレクトリに格納することが適切であるのか判断が難しい場面があった。例え
ば、上記分類を完全には把握していない利用者は、連絡書類のドキュメントを格納する先
として、まず「人事」のディレクトリ以下を参照して、適切な分類先がないかを探してし
まうといったことが発生し、利便性が低い。
【０００４】
　本発明は上記実情に鑑みて為されたもので、利便性を向上できる分類案内装置を提供す
ることをその目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の発明は、プログラムであって、予め定められた分類のいずれかにドキュ
メントを分類して格納するドキュメントデータベースに接続されたコンピュータを、クラ
イアント装置から、前記ドキュメントデータベースに格納されているドキュメントへのア
クセスを受け入れて、当該クライアント装置に当該ドキュメントを送信した際の送信日時
と、当該ドキュメントを特定する情報とを関連づけてアクセス履歴として蓄積する蓄積手
段と、処理を行っている日時の情報を取得する取得手段と、アクセス履歴に含まれる日時
に対して、（１）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時との差が小さいほど、大きく
なる第１重み値と、（２）アクセス履歴に含まれる日時に対応する曜日の情報と、現在日
時の曜日の情報との比較に基づいて、近い曜日ほど大きくなる第２重み値と、（３）アク
セス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける日の情報の差が小さいほど大きくなる第
３重み値と、（４）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける月の情報の差が
小さいほど大きくなる第４重み値とを演算し、当該演算した第１重み値、第２重み値、第
３重み値、及び第４重み値を加算して、アクセス履歴ごとの重み値を演算する演算手段と
、前記演算したアクセス履歴ごとの重み値が予め定めたしきい値を超えるアクセス履歴、
または前記演算したアクセス履歴ごとの重み値の大きい順に予め定めた個数のアクセス履
歴を選択し、当該選択したアクセス履歴に含まれる情報によって特定されるドキュメント
を代表ドキュメントとして選択する選択手段と、前記選択した代表ドキュメントに関係す
る情報を前記クライアント装置の利用者に提示する提示手段と、として機能させ、前記選
択手段として機能させる際は、前記選択した代表ドキュメントのうち、前記利用者によっ
てアクセスできないと設定されているドキュメントについては、当該ドキュメントを代表
ドキュメントから除外することとしたものである。
【０００７】
　請求項２記載の発明は、予め定められた分類のいずれかにドキュメントを分類して格納
するドキュメントデータベースに接続される分類案内装置であって、クライアント装置か
ら、前記ドキュメントデータベースに格納されているドキュメントへのアクセスを受け入
れて、当該クライアント装置に当該ドキュメントを送信した際の送信日時と、当該ドキュ
メントを特定する情報とを関連づけてアクセス履歴として蓄積する蓄積手段と、処理を行
っている日時の情報を取得する取得手段と、アクセス履歴に含まれる日時に対して、（１
）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時との差が小さいほど、大きくなる第１重み値
と、（２）アクセス履歴に含まれる日時に対応する曜日の情報と、現在日時の曜日の情報
との比較に基づいて、近い曜日ほど大きくなる第２重み値と、（３）アクセス履歴に含ま
れる日時と、現在日時とにおける日の情報の差が小さいほど大きくなる第３重み値と、（
４）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける月の情報の差が小さいほど大き
くなる第４重み値とを演算し、当該演算した第１重み値、第２重み値、第３重み値、及び
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第４重み値を加算して、アクセス履歴ごとの重み値を演算する演算手段と、前記演算した
アクセス履歴ごとの重み値が予め定めたしきい値を超えるアクセス履歴、または前記演算
したアクセス履歴ごとの重み値の大きい順に予め定めた個数のアクセス履歴を選択し、当
該選択したアクセス履歴に含まれる情報によって特定されるドキュメントを代表ドキュメ
ントとして選択する選択手段と、前記選択した代表ドキュメントに関係する情報を前記ク
ライアント装置の利用者に提示する提示手段と、を含み、前記選択手段は、前記選択した
代表ドキュメントのうち、前記利用者によってアクセスできないと設定されているドキュ
メントについては、当該ドキュメントを代表ドキュメントから除外することとしたもので
ある。
【００１１】
　このように分類結果の例を利用者に提示することで、分類先の判断に資することができ
、利用者の利便性を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。本発明の実施の形態に係る
分類案内装置は、図１に示すように、制御部１１と、記憶部１２と、ストレージ部１３と
、操作部１４と、表示部１５と、通信部１６とを含んで構成されている。また、この分類
案内装置は、ネットワークを介してクライアント側装置Ｃに接続されている。
【００１３】
　制御部１１は、ＣＰＵなどを用いて実現でき、記憶部１２に格納されているプログラム
に従って動作している。この制御部１１の処理の具体的な内容については、後に詳しく述
べる。記憶部１２は、ＲＡＭ（Random Access Memory）や、ＲＯＭ（Read Only Memory）
等のメモリ素子、並びにハードディスク等によって実現できる。この記憶部１２は、制御
部１１によって実行されるプログラムが保持されている。また、この記憶部１２は、制御
部１１の処理の過程で利用される種々のデータを保持するワークメモリとしても動作する
。
【００１４】
　ストレージ部１３は、ドキュメントの実体データを保持している。このストレージ部１
３が本発明のドキュメントデータベースに相当する。本実施の形態ではストレージ部１３
は、ドキュメントを階層ディレクトリ構造を用いて分類して格納している。制御部１１は
、利用者からの指示などにより、新たなドキュメントをストレージ部１３に格納する際に
は、予め定められた階層ディレクトリ構造に含まれる、いずれかのディレクトリ（分類）
に関連づけて（つまりそのディレクトリに分類して）、当該ドキュメントを格納する。
【００１５】
　操作部１４は、マウスやキーボード等によって実現できる。この操作部１４は、利用者
の操作を受け入れて、当該操作の内容を制御部１１に出力する。表示部１５は、ディスプ
レイ等であり、制御部１１から入力される指示に従って情報を表示出力する。通信部１６
は、ネットワークに接続されており、制御部１１から入力される指示に従って、ネットワ
ークを介してデータを送信出力する。またこの通信部１６は、ネットワークを介して到来
するデータを受信して制御部１１に出力する。
【００１６】
　ここで、制御部１１によって実行される処理の具体的内容について説明する。制御部１
１によって実行されるプログラムは、機能的には図２に示すように、アクセス制御部２１
と、アクセス履歴記録部２２と、代表選択部２３と、案内情報生成部２４と、案内情報提
示部２５とを含んで構成されている。
【００１７】
　アクセス制御部２１は、クライアント装置Ｃからのアクセスを受けて、当該クライアン
ト側装置Ｃの利用者を認証する。そして、認証した利用者からドキュメントを要求する指
示を受信すると、当該要求に係るドキュメントを当該利用者側のクライアント側装置Ｃに
対して送信する。すなわち、制御部１１は、このアクセス制御部２１の処理により、ファ
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イルサーバ（ドキュメントサーバ）として動作する。　
【００１８】
　アクセス履歴記録部２２は、アクセス制御部２１が利用者に対してドキュメントを送信
する際に、送信日時（図示しない時計などから日時情報を取得する）と、送信先の利用者
を特定する情報（例えば認証の際に入力されたユーザ名やメールアドレスなどでよい）と
、送信したドキュメントを特定する情報とを関連づけてアクセス履歴としてストレージ部
１３に蓄積する。
【００１９】
　代表選択部２３は、ドキュメントデータベースのディレクトリごとに、ディレクトリ内
に分類されているドキュメントのうちから少なくとも一つの代表ドキュメントを選択する
。具体的にこの代表選択部２３は、ストレージ部１３に蓄積されているアクセス履歴に基
づいて代表ドキュメントを選択する。この代表選択部２３の処理の詳しい内容は後に説明
する。
【００２０】
　案内情報生成部２４は、各ディレクトリについて、各ディレクトリごとに選択された代
表ドキュメントを用いて、ディレクトリに分類されているドキュメントの内容を表す案内
情報を生成する。具体的にここでの案内情報は、代表ドキュメントのファイル名や、代表
ドキュメントから抽出した単語情報（広く知られたドキュメント要約処理によって得られ
る単語情報など）でよい。なお、選択された代表ドキュメントの一つが、他の代表ドキュ
メントの内容を更新して生成されたものである場合（つまり、一方が他方の更新版である
場合）は、そのうちの一方（例えば古いもの）のドキュメントを代表ドキュメントから除
外してもよい。
【００２１】
　案内情報提示部２５は、生成した案内情報を表示部１５に表示する。この場合にも、選
択された代表ドキュメントの一つが、他の代表ドキュメントの内容を更新して生成された
ものである場合（つまり、一方が他方の更新版である場合）は、更新の関係があることを
明示してもよい。例えば、更新前の版のドキュメントと、更新後の版のドキュメントとの
ファイル名の表示位置を、インデントによって調整する。
【００２２】
　このように本実施の形態では、各ディレクトリに既に格納されているドキュメントの内
容に基づいて、各ディレクトリに分類されるべきドキュメントがどのようなものであるか
を表す案内情報を生成して提示することができる。これにより利用者は、新規なドキュメ
ントの分類先を選択するにあたり、当該案内情報を参考にすることができ、利便性を向上
できる。
【００２３】
　ここで代表選択部２３における詳しい処理の内容を説明する。この代表選択部２３にお
いては、ドキュメントデータベースのディレクトリ群（分類）の少なくとも一部を対象分
類として、この対象分類の各々について対象分類に分類されているドキュメントのうちか
ら、各ドキュメントに対するアクセス履歴に基づいて、当該対象分類に分類されているド
キュメントのうちの少なくとも一部を代表ドキュメントとして選択する。
【００２４】
　具体的に、代表選択部２３は、現在日時（処理を行っている日時）の情報を取得し、ア
クセス履歴に含まれる日時に対して、
（１）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時との差、
（２）アクセス履歴に含まれる日時に対応する曜日の情報と、現在日時の曜日の情報との
比較、
（３）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける日（day）の情報の差、
（４）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける月（month）の情報の差、
などを演算する。そして、（１）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時との差が小さ
いほど、大きくなる第１重み値と、（２）アクセス履歴に含まれる日時に対応する曜日の
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情報と、現在日時の曜日の情報との比較に基づいて、近い曜日ほど大きくなる第２重み値
と、（３）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時とにおける日（day）の情報の差が
小さいほど大きくなる第３重み値と、（４）アクセス履歴に含まれる日時と、現在日時と
における月（month）の情報の差が小さいほど大きくなる第４重み値とを加算して、アク
セス履歴ごとの重み値を演算する。
【００２５】
　そして、重み値が予め定めたしきい値を超えるアクセス履歴、または重み値の大きい順
に予め定めた個数のアクセス履歴を選択し、当該選択したアクセス履歴に含まれる情報に
よって特定されるドキュメントを代表ドキュメントとして選択する。
【００２６】
　また、代表選択部２３は、アクセス履歴を参照して、案内情報を提示する利用者（認証
した利用者）に対しては送信しておらず、かつ、他の利用者に対する送信回数が所定回数
（例えば全利用者の数に対応して（全利用者の８割以上などとして）定められる回数）を
超えているドキュメントを代表ドキュメントとして選択してもよい。
【００２７】
　また、代表選択部２３は、アクセス履歴を参照して、案内情報を提示する利用者（認証
した利用者）に係るアクセス履歴と、案内情報を提示する利用者ではないが、予め定めた
利用者（例えば利用者を予めグループ分けしておく場合の、同じグループに属する利用者
など）に係るアクセス履歴と、それ以外の利用者に係るアクセス履歴とにそれぞれ互いに
異なるポイント値を与えておき、ドキュメントごとに、当該ドキュメントに係るアクセス
履歴に与えられたポイント値を総和して、ドキュメントごとのポイント値を演算し、ポイ
ント値が予め定めたしきい値を超えるドキュメント、またはポイント値の大きい順に予め
定めた数のドキュメントを代表ドキュメントとして選択してもよい。
【００２８】
　さらに代表選択部２３は、アクセス履歴を参照してドキュメントごとのアクセス回数（
送信回数）を演算し、送信回数が予め定めたしきい値を超えるドキュメント、または送信
回数の大きい順に予め定めた数のドキュメントを代表ドキュメントとして選択してもよい
。またここでアクセス回数に代えてアクセス回数の時間的密度（最近の一定の期間内にさ
れたアクセス回数）や、アクセス回数の時間変化（例えば日ごとのアクセス回数が増大傾
向にあるものなど）を代表ドキュメントとして選択してもよい。
【００２９】
　さらに代表選択部２３は、分類の対象となっているドキュメントとの類似性に基づいて
代表ドキュメントを選択してもよい。ここで類似性は、ドキュメントの類似度を演算する
方法として広く知られた方法を用いて演算できる。
【００３０】
　また代表選択部２３は、ファイル名の長いものから順に予め定めた数のドキュメントを
代表ドキュメントとして選択してもよい。
【００３１】
　さらに代表選択部２３は、これらの条件を単独で、あるいは組み合わせて用いて選択し
た代表ドキュメントのうち、案内情報を提示する利用者によってアクセスできないと設定
されているドキュメントについては、当該ドキュメントを代表ドキュメントから除外する
。この場合に、利用者の操作の内容に応じてアクセス権が定められている場合は、利用者
が案内情報の提示を受ける前に行った操作の内容に応じて、例えば当該操作が「文書のコ
ピー」なら書き込み権のないドキュメントを代表ドキュメントから除外するなどである。
【００３２】
　また、ここまでの説明で代表ドキュメントの数を制限するにあたり、全利用者の数に対
応して制限する例について述べたが、提示される案内情報のサイズ（文字数の総和など）
に基づいて、選択する代表ドキュメントの数を制限してもよい。また、各ドキュメントに
重み値あるいはポイント値を演算した場合は、各ドキュメントの重み値またはポイント値
を数直線上にプロットしたときの隣接する値同士の各距離を算出し、各距離のうち、統計
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的検定に基づいて有意差を以て大きいとされる距離を見いだす。そして、当該検定により
見いだされた距離だけ離隔している位置を区切りとして、当該区切りよりも上位の値のド
キュメントを代表ドキュメントとして選択するようにしてもよい。
【００３３】
　本実施の形態によれば、利用者が分類先を探索するにあたり、ディレクトリの一覧を表
示している状態で、当該ディレクトリの一覧上でマウスポインタを移動させているときに
、当該マウスポインタの位置に対応する位置に表示されているディレクトリについて、上
記処理を行って案内情報を生成して提示する（図３）。図３では、マウスポインタの周囲
にポップアップして案内情報が提示される例について示している。
【００３４】
　これにより利用者は、当該案内情報を参照して、分類対象のドキュメントの分類先を決
定することができ、利便性を向上できる。
【００３５】
　なお、ここまでの説明では、ディレクトリ内にあるドキュメントに関して、代表を選択
し、当該代表に関する案内情報を提示する例について述べたが、ここで選択される代表は
ドキュメントに限られず、ディレクトリそのものであってもよい。すなわち、対象分類に
含まれる下位のディレクトリについても、過去のアクセス履歴（ディレクトリ内のファイ
ルやディレクトリ一覧を参照したことや、ディレクトリ内のドキュメントを受け取ったこ
とや、ディレクトリ内のドキュメントに追記したことなどの履歴）を記録しておき、各操
作の内容ごとにポイント値を定めておいて、アクセス履歴を参照しながらポイント値の総
計を演算して、当該ポイント値に応じて代表ディレクトリ（代表分類）を決定することが
できる。
【００３６】
　そして制御部１１は、当該決定した代表分類に関する案内情報（ディレクトリ名など）
を生成して利用者に提示する。
【００３７】
　また、案内情報の提示の際に、各案内情報の元となったドキュメントに重み値やポイン
ト値などが演算されているときには、各案内情報の提示順序を当該重み値やポイント値に
応じて変更し、値が大きいものほど先に提示されるようにしてもよい。また、表示態様を
値の大きさに応じて代えてもよい。例えば値の大きいものほど背景色とのコントラストの
強い色で表示してもよい。また、値の大きいものほど大きいサイズのフォントで表示して
もよい。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施の形態に係る分類案内装置の一例を表す構成ブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る分類案内装置の処理内容例を表す機能ブロック図であ
る。
【図３】案内情報の提示の例を表す説明図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１１　制御部、１２　記憶部、１３　ストレージ部、１４　操作部、１５　表示部、１
６　通信部。
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